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まちづクリエーションのアジェンダ#1 

　まちづクリエーションは「まちづくり×クリ 
エーション」を合わせた造語となります。 そこ 
で“まちづくり”と聴くとどんなイメージをする 
でしょうか。 
 
「まち」を「つくる」の意。 
 
まちづクリエーションが考える「まちづくり」 
を以下にまとめました。 まちづくりと聴くと、 
地域の特産品を生かした商品作り、古民家を再 
生したカフェやゲストハウス、移住者の増加な 
どそれなりの字面が上げられます。  
 
確かにそれらの資産を活かすと「まち」に多く 
の人が流れて、「まち」のPRや売り上げの増加 
が見込めそうです。  
 
しかしそれが本当に「まち」を「つくる」こと 
になるのかは別の話になります。  

ここから始まる未来に期待を抱く!! 
地域との連携体制を取る。 
 
「まちづくり」って何か. . . 。 いま世間でいわ 
れている「まちづくり」をおこなう団体に昔 
から住んでいる地域の人って入っているのか。  
 
一般的にコンサルティング会社と称する企業 
が存在し、3日間ぐらいで資料を作成し「里山 
再生」「古民家の民泊化」などの語呂合わせ 
を並べ、いざ実行したら一発屋で終わるケー 
スが多々ある気がします。 
 
自らの手でクリエイトする！ 
 
 そもそも「まち」とは、その「まち」の「人」 
のためのものだと思います。 その「まち」の 
「人」は果たして「里山再生」「古民家の民 
泊化」をコンサルティング会社がおこなった 
ところで、生きる中での経済効果はあるのか。 

 コンサルティング会社がいなくなったら自分 
達の手で同じことができるのか。 いろいろな 
疑問がある中、実際は外側にしか目が向いて 
いないように気がします。  
 
だからもう少し「まちづくり」がまちのひと 
 
のためのものになればと考えています。 まち 
づクリエーションでは、「まち」＝「人」で 
地域参加型のチームワークを創り出し、生ま 
れた故郷の素晴らしさを自らが強調でき新し 
いカルチャーをクリエーションする思いがあ 
ります。  
 
笑顔のために汗を流す。 
 
地域のおじいちゃん、おばあちゃんが「休む 
暇もねぇ！」と笑う顔を見ることが「まちづ 
くり」の、ひとつのカタチなんだろうなと思 
います。 

市民協働プロジェクトチーム 
　市民も職員もそれぞれの立場を超えて、ともに 
考えともに成長し楽しみ活動をおこなうチームで 
す。その結果や成果とビジョンについてメンバー 
で考え企画・運営をおこないます。 
 
そして本日、集まっている場がまちづクリエーシ 
ョンの地域リーダーズ会議の知恵を出し合う場で 
す。 by まちづクリエーション (愛称：まちクリ) 
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